
消防法の改正により、住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

火災による死傷者を無くすためにも設置しましょう。

住宅用火災警報器の設置場所

●寝室…すべての寝室（子ども部屋や高齢者の部屋など就
寝に使われている場合は対象となります）への設
置が必要です。

●階段…寝室のある部屋の階段の天井などへの設置が必要
です。

●台所、リビング…設置をおすすめします。

粉末・強化液消火器の場合

1人で消せるだろうと考えず、隣近所に火事を知らせ、すみやかに119番通報を。

初期消火で火事を消せなかったら、すばやく避難しましょう。

あわてて水をかけるのは厳禁。消火器がなけれ

ば濡らした大きめのタオルやシーツを手前から

かけ、空気を遮断して消火を。

真上から一気に水をかけて消火（斜めにかける

と石油が飛び散って危険）。石油が流れてひろ

がっていくようなら毛布などで覆い、その上から

水をかけて消火を。

着衣に火がついたら転げまわって消すのも方

法。髪の毛の場合なら衣類（化繊は避ける）やタ

オルなどを頭からかぶる。

風呂場からの出火に気づいても、いきなり戸を

開けるのは禁物。空気が室内に供給されて火勢

が強まる危険がある。ガスの元栓を締め、徐々に

戸を開けて一気に消火を。

いきなり水をかけると感電の危険が。まずコード

をコンセントから抜いて（できればブレーカーも

切る）消火を。

カーテンやふすまなどの立ち上がり面に火が燃

え広がったら、もう余裕はない。引きちぎり蹴り

倒して火元を天井から遠ざけた上で消火を。

●「火事だ」と大声を出し、隣近所に援助を求める。声が出なければやかんなどを叩き、異変を知らせる。

●小さな火でも119番に通報する。当事者は消火に当たり、近くの人に通報を頼む。

●風上に回り風上から消す。火災にはまともに正面か

ら立ち向かわないように。

●やや腰を落して姿勢をなるべく低く。熱や煙を避ける

ように構える。

●燃え上がる炎や煙にまどわされずに燃えているもの

にノズルを向け、火の根元を掃くように左右に振る。

●天井に火が燃え移った場合は、消火の限界。速やかに避難する。

●避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉めて空気を絶つ。

●一酸化炭素などの有毒ガスを含んだ煙を吸い込まないように低い姿勢でマスク・タオル等で口をふさいで逃げる。

●出火から3分以内が消火できる限度。

●水や消火器だけで消そうと思わず、座布団で火を叩く、毛布で覆うなど手近のものを活用する。

注意：種類によって異なりますが、住宅用火災警報器の交換時期は、

おおむね10年です。早めの交換をお願いします。

火災

◆ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。

◆早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。

◆非常時持ち出し品を準備しておく。

◆危険な地域では、いつでも避難できるよう準備する。

◆停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを用意する。

◆浸水に備え、家財道具は高い場所へ移動する。

（平均風速：ｍ/秒）

日本には、毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらしています。

台風の接近が予測される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

大きさ 風速１５ｍ/ 秒 以上の半径 最大風速

大型（大きい）

超大型 ( 非常に大きい )

500 ㎞以上～ 800 ㎞未満

800 ㎞以上

33m/ 秒 以上～ 44m/ 秒未満

44m/ 秒 以上～ 54m/ 秒未満

54m/ 秒 以上

強さ

非常に強い

強い

猛烈な

（平均風速：ｍ/秒）

（1時間雨量：ｍｍ）

風水害・台風

大雨や台風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。

ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

ザーザーと降る。 どしゃ降り。
バケツをひっくり
返したように降る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫 
感がある。恐怖を感ずる。

10mm以上～20mm未満 20mm以上～30mm未満 30mm以上～50mm未満 50mm以上～80mm未満 80mm以上～

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

風に向かって歩きにく
くなる。傘がさせない。

風に向かって歩けなくなり、
転倒する人も出る。高所での
作業はきわめて危険。

何かにつかまっていないと立っていられない。
飛来物によって負傷するおそれがある。

屋外での行動は極めて危険。

10m/秒以上～15m/秒未満 15m/秒以上～20m/秒未満 20m/秒以上～25m/秒未満 25m/秒以上～30m/秒未満 30m/秒以上～

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。

発生の予測は難しく、中小河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがありますので、

気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。

大雨注意報・警報・特別警報の発表基準

特別警報は大規模な災害の発生が切迫していることをお知らせする警報です。

特別警報が発表されたら
・尋常ではない大雨が予測されています。
・重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
・ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

非常事態

大雨注意報 大雨警報 大雨特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の

降雨量となる大雨が予想され、若しくは、
数十年に一度の強度の台風や同程度の

温帯低気圧により大雨になると
予想される場合。

大雨による土砂災害や浸水害が

発生するおそれがあると

予想される場合。

大雨による重大な土砂災害や

浸水害が発生するおそれがあると

予想される場合。
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